
43

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問

Q

A

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に
決
め
た

経
緯
を
問
う

長は

　

せ

　

が

わ

谷
川  

公こ
う
　
せ
い成

議
員

　

中
学
校
完
全
給

食
に
つ
い
て
、
3

点
伺
う
。

①
な
ぜ
現
状
で
注
文
率
の
低

い
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に
決
め

た
の
か
経
緯
に
つ
い
て

②
自
校
方
式
・
親
子
方
式
・

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
、
各
方
式

で
の
、
今
後
20
年
間
の
コ
ス

ト
に
つ
い
て

③
自
校
方
式
や
親
子
方
式
は

一
日
ご
と
に
個
人
個
人
の
残

食
率
が
わ
か
り
、
食
育
が
考

え
ら
れ
る
。
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
で
、
食
育
が
考
え
ら
れ
る

か
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

 

市
長　

①
答
申
及

び
報
告
を
踏
ま

え
、
平
成
30
年
度
中
に
導
入

す
る
中
学
校
給
食
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
ラ
ン
チ

サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

す
る
の
で
は
な
く
、安
全
性
、

栄
養
価
、
献
立
等
の
面
か
ら

さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
提
供
の
方
式
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
各
中
学
校

の
教
育
活
動
の
実
態
を
踏
ま

え
、
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に
決

定
し
ま
し
た
。

②
自
校
方
式
が
20
年
間
で
約

83
億
４
０
０
０
万
円
、
親
子

方
式
が
約
90
億
９
１
０
０
万

円
、
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
が
約

60
億
５
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

③
給
食
基
本
法
で
は
、
食
育

を
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ

り
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育

の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
食
育
に

つ
き
ま
し
て
は
、
給
食
実
施

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
推
進

し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
す
。
食
に
関
す
る
指
導
全

体
計
画
を
策
定
し
、
食
育
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。◇中学校完全給食について

全質問項目

中学校完全給食

　

本
市
の
介
護
保

険
事
業
に
つ
い
て

3
点
伺
う
。

①
２
０
１
５
年
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
新
し
い

総
合
事
業
の
実
施
が
市
町
村

へ
義
務
付
け
ら
れ
、
予
防
給

付
が
総
合
事
業
へ
移
行
さ
れ

た
が
、
国
が
言
う
多
様
な
主

体
の
参
入
に
つ
い
て
本
市
の

状
況
は
。

②
地
域
支
援
事
業
は
市
町
村

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

質
、
事
業
の
実
施
主
体
が
異

な
る
と
い
う
が
、
本
市
の
状

況
は
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

な
ど
住
民
や
自
治
会
が
か
か

わ
る
も
の
に
つ
い
て
、
現
状

と
本
市
の
考
え
は
。

部
長　

①
現
在
の

と
こ
ろ
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
利
用
者

の
選
択
肢
を
増
や
す
と
い
っ

た
観
点
か
ら
は
十
分
な
も
の

と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
他
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
指
定
事
業
者
に
よ

る
緩
和
し
た
基
準
の
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
と
と
も
に
、
住
民

主
体
の
支
援
と
し
て
、
掃

除
、
洗
濯
な
ど
生
活
支
援
や

体
操
、運
動
な
ど
通
い
の
場
、

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

③
今
後
は
市
町
村
主
体
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、行
政
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
よ
り

自
主
的
に
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
高
齢
者
個
人
に

対
す
る
支
援
の
充
実
と
、
そ

れ
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整

備
と
を
同
時
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

Q

A

今
後
の
介
護
保
険
事
業
の

方
向
性
は

門か

ど

田た　

直な

お

樹き

議
員

◇本市の介護保険事業
について

◇市長給与の減額につ
いて

全質問項目
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問
危
険
踏
切
の

早
期
改
良
を
進
め
よ

堺さ
か
い　
　
　

剛つ
よ
し

議
員

　

国
土
交
通
省
に

よ
る
改
良
す
べ
き

踏
切
の
指
定
に
関
し
て
、
本

市
に
お
い
て
は
2
カ
所
の
踏

切
が
指
定
さ
れ
た
が
、
今
回

指
定
さ
れ
た
以
外
の
踏
切
に

つ
い
て
2
点
伺
う
。

①
本
市
の
踏
切
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

②
改
良
す
べ
き
踏
切
の
対
応

方
針
に
つ
い
て

部
長  

①
今
回
指

定
さ
れ
た
踏
切
以

外
に
も
歩
道
が
な
く
狭
隘
で

危
険
な
踏
切
が
あ
り
、
拡
幅

改
良
な
ど
の
整
備
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
本
線
、
西
鉄
天
神
大
牟

田
線
お
よ
び
西
鉄
太
宰
府
線

に
お
い
て
、
具
体
的
な
危
険

踏
切
の
状
況
を
把
握
し
て
い

ま
す
。

②
危
険
踏
切
と
し
て
は
、
改

正
踏
切
道
改
良
促
進
法
に
該

当
す
る
踏
切
と
と
も
に
、
指

定
項
目
に
該
当
し
な
い
踏
切

に
つ
い
て
も
対
策
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

後
は
、
国
庫
補
助
事
業
を
活

用
し
、
鉄
道
事
業
者
、
県

警
、
福
岡
県
等
と
協
力
し
な

が
ら
、
危
険
な
踏
切
の
解
消

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

Q

A

◇本市の踏切の現状について
◇本市の自転車利用等について
◇特定健診の検査項目について
◇施政方針について

全質問項目

　

観
光
経
済
部
新

設
に
つ
い
て
３
点

伺
う
。

①
市
長
は
平
成
29
年
度
よ
り

組
織
機
構
改
革
の
取
り
組
み

を
始
め
ら
れ
観
光
経
済
部
を

新
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

観
光
行
政
の
近
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
・
施
策
に
つ
い
て

②
九
州
国
立
博
物
館
、
太
宰

府
天
満
宮
、
参
道
、
観
光
協

会
と
の
連
携
に
つ
い
て

③
市
内
の
数
多
く
あ
る
大

学
・
短
大
等
の
若
い
人
材
を

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
見
解
に
つ
い
て

部
長　

①
国
際
観

光
都
市
太
宰
府
を

近
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
位

置
づ
け
、
太
宰
府
で
の
滞
在

時
間
を
延
ば
す
た
め
の
諸
施

策
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

②
4
月
末
か
ら
の
九
州
国
立

博
物
館
の
夜
間
開
館
ス
タ
ー

ト
に
伴
い
、
夜
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
一
つ
の
テ
ー
マ
に

連
携
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
新
・
観
光
立
国
論
」

の
著
書
で
あ
る
小
西
美
術
工

藝
社
取
締
役
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
迎
え
て

勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ

し
て
、
地
方
創
生
や
観
光
振

興
の
実
績
を
持
つ
株
式
会
社

三
井
住
友
銀
行
と
の
連
携
も

考
え
て
い
ま
す
。

③
こ
れ
ら
の
大
学
に
は
海
外

か
ら
の
留
学
生
も
多
い
こ
と

か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
翻

訳
、
情
報
発
信
等
を
考
え
て

い
ま
す
。

問

Q

A

観
光
都
市
太
宰
府
の
将
来
像
は

有あ

り

よ

し吉　

重し

げ

ゆ

き幸

議
員

◇新観光経済部について

全質問項目

危険踏切
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問
今
後
の
総
合
体
育
館
運
営

木き

　

む

ら村　

彰あ

き

　

と人

議
員

　

開
館
し
た
太
宰

府
市
総
合
体
育
館

と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
の
事
後

検
証
と
し
て
、
３
点
伺
う
。

①
体
育
館
の
利
用
状
況
と
施

設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

②
総
合
体
育
館
周
辺
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
進
捗
状
況
と
整

備
方
針
に
つ
い
て

③
総
合
体
育
館
建
設
に
関
す

る
総
括
の
進
捗
状
況
と
市
民

説
明
会
の
開
催
の
予
定
に
つ

い
て

部
長  

①
11
月
の

開
館
か
ら
1
月
末

ま
で
の
3
か
月
間
で
、
利
用

者
数
は
延
べ
2
万
１
８
０
７

人
で
す
。
主
な
施
設
の
稼
働

率
は
、
2
階
ア
リ
ー
ナ
が
平

均
51
・
６
％　

1
階
柔
道
場

が
平
均
22
・
６
％
、
1
階
剣

道
場
が
平
均
19
・
5
％
で
す
。

課
題
と
し
て
は
、
稼
働
率
の

低
い
施
設
の
有
効
利
用
や
平

日
の
稼
働
率
向
上
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
と
定
期
的
に
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

部
長　

②
ま
ず
落
合
交
差
点

の
信
号
機
設
置
は
筑
紫
野
警

察
署
や
福
岡
県
警
本
部
、
福

岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所

と
平
成
29
年
度
設
置
に
向
け

て
協
議
中
で
す
。
合
わ
せ
て

交
差
点
改
良
も
進
め
て
い
ま

す
。
周
辺
道
路
の
整
備
と
し

て
、
平
成
29
年
度
の
整
備
箇

所
は
市
道
水
城
駅
口
無
線
の

拡
幅
、
関
屋
・
向
佐
野
線
の

改
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長
　
③
総
合
体
育
館
建
設

に
関
す
る
総
括
に
つ
い
て

は
、
9
月
の
平
成
28
年
度
決

算
認
定
後
、
ど
の
よ
う
な
形

で
伝
え
る
の
か
検
討
の
う

え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇開館後の総合体育館について
◇指定管理者による公共施設の

管理について

全質問項目

Q

A

　

子
育
て
支
援
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活

支
援
事
業
が
始
ま
る
が
、
市

内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
数
を

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
十
分
な
数
の
支
援
員
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
家
庭
児
童
相
談
室
を
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
動
さ

せ
専
門
職
を
中
心
に
対
応
を

進
め
る
と
い
う
が
、
市
内
の

児
童
虐
待
の
件
数
に
つ
い

て
、
ま
た
児
童
相
談
員
は
何

人
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

部
長　

①
こ
の
事

業
の
支
援
対
象
と

な
る
の
は
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

１
月
末
現
在
で
５
６
９
世
帯

あ
り
ま
す
。
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
へ
の
委
託
を
予

定
し
て
お
り
、
複
数
世
帯
を

同
時
に
支
援
す
る
こ
と
も
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
調
整
機
関
に
各
種

専
門
職
を
配
置
す
る
必
要
が

生
じ
た
機
を
と
ら
え
、
母
子

保
健
や
療
育
相
談
と
の
連
携

を
強
め
て
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
平
成
27
年

度
に
家
庭
児
童
相
談
室
へ
の

相
談
は
６
３
７
件
あ
り
、
う

ち
虐
待
事
案
が
32
件
で
し

た
。
相
談
員
は
週
五
日
勤
務

1
人
、
週
二
日
勤
務
1
人
の

２
名
で
す
が
、
他
機
関
へ
の

相
談
や
、
養
育
支
援
訪
問
事

業
な
ど
も
通
じ
て
、
児
童
虐

待
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

問

Q

A

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
と
児
童

虐
待
防
止
の
対
策
を
問
う

舩ふ
な
　
こ
し越　

隆た
か
　
ゆ
き之

議
員

◇施政方針について
◇ふるさと納税について

全質問項目
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
の

利
用
状
況
は

上う

え　
　
　

疆つ
と
む

議
員

　

太
宰
府
市
総
合

体
育
館
「
と
び
う

め
ア
リ
ー
ナ
」
の
状
況
に
つ

い
て
3
点
伺
う
。

①
施
設
1
階
の
柔
道
場
、
剣

道
場
、
卓
球
場
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
会
議
室
、
研
修
室
、

2
階
の
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
利

用
者
数
に
つ
い
て

②
現
行
の
利
用
状
況
の
ま
ま

で
運
営
を
さ
れ
る
の
か
ま
た

は
、
総
合
体
育
館
指
定
管
理

の
中
で
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
さ
れ
る
予
定
に
つ

い
て

③
総
合
体
育
館
が
開
館
さ
れ

て
太
宰
府
市
体
育
セ
ン
タ
ー

や
松
川
運
動
公
園
体
育
館
の

利
用
状
況
の
変
動
に
つ
い
て

部
長  

①
利
用
者

数
に
つ
い
て
は
、

開
館
記
念
各
種
事
業
を
行
い

延
べ
９
５
１
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
ま
す
。
一
般
利

用
開
始
以
降
は
、
合
計
で
２
万

１
８
０
７
名
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
柔
道
場

が
１
９
３
４
名
、
剣
道
場
９
４

５
名
、
多
目
的
室
主
に
卓
球
場

に
な
り
ま
す
が
４
３
２
２
名
、

軽
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
２

５
１
７
名
、
会
議
室
及
び
研
修

室
８
７
９
名
、
ア
リ
ー
ナ
１
万

１
２
１
０
名
と
い
う
利
用
状

況
で
す
。

②
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
市
の
主
催
事

業
等
、
体
育
協
会
加
盟
団
体

の
事
業
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
自
主
事
業
な
ど
で
運
営
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

③
太
宰
府
市
体
育
セ
ン
タ
ー

は
、
大
会
会
場
の
変
更
等
に

よ
る
減
少
の
影
響
が
み
ら
れ

ま
す
。
松
川
運
動
公
園
の
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

競
技
等
の
利
用
も
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
影
響
は
、
少

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

A

◇太宰府市総合体育
館「 と び う め ア
リーナ」の状況に
ついて

全質問項目

　

太
宰
府
市
立
小

中
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
３
点
伺

う
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
時
期
と
施
行
日

に
つ
い
て

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状

況
の
報
告
及
び
指
導
・
助
言

の
実
績
に
つ
い
て

③
小
中
学
校
11
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
評
価
に
つ
い
て

教
育
長　

①
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

と
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
太
宰
府

市
立
小
・
中
学
校
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
指
針
を
平
成
16

年
12
月
７
日
付
で
各
学
校
に

通
知
し
て
お
り
、
施
行
日
も

同
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
指

針
を
策
定
し
た
平
成
16
年
度

に
、
小
・
中
学
校
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
各
学
校

の
利
用
状
況
等
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
つ
き

ま
し
て
は
、
毎
年
福
岡
県
が

実
施
し
て
い
ま
す
教
育
課
程

実
施
状
況
調
査
を
参
照
し
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
て
の
指
導
に
つ
い
て
で
す

が
、
指
導
主
事
が
こ
の
調
査

か
ら
各
学
校
の
課
題
を
整
理

問

Q

A

小
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

現
状
は

入い

り

江え　
　

寿ひ
さ
し

議
員

◇太宰府市立小中学
校のホームページ
について

◇小中学校のいじめ
について

全質問項目

し
、
指
導
・
助
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

③
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
の

教
育
目
標
や
学
校
経
営
構
想
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等
、

学
校
経
営
に
関
す
る
骨
子
と

な
る
も
の
や
、
学
校
の
沿
革
、

歴
史
、
校
章
、
校
歌
、
学
校

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
、
行
事
予

定
、
部
活
動
、
幅
広
い
内
容

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
各
学

校
の
特
色
が
あ
ら
わ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
／
特
別
委
員
会
活
動
報
告

問

Q

A

中
学
校
修
学
旅
行
の
今
後
の

あ
り
方

神こ
う
　
た
け武　
　

綾あ

や

議
員

　

昨
年
度
よ
り
、

友
好
都
市
奈
良
を

メ
イ
ン
と
し
た
京
都
、
大
阪

へ
の
旅
と
な
っ
た
。
日
程
が

受
け
入
れ
先
の
事
情
や
費
用

の
関
係
で
12
月
、
1
月
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
等
の

流
行
時
期
に
な
っ
た
が
、
保

護
者
か
ら
は
以
前
と
同
様
、

秋
ぐ
ら
い
に
行
け
な
い
の
か

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

時
期
や
行
程
に
つ
い
て
変
更

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺

う
。

教
育
部
理
事　

昭

和
43
年
、
当
時
の

文
部
省
よ
り
修
学
旅
行
に
つ

い
て
通
知
に
そ
っ
て
考
え
た

場
合
、
友
好
都
市
奈
良
市
で

の
修
学
旅
行
は
大
変
意
義
深

い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
目
的
地
や
見
学

先
の
精
査
、
ゆ
と
り
あ
る
計

画
を
立
て
、
生
徒
の
疲
労
軽

減
や
事
故
防
止
お
よ
び
保
健

衛
生
へ
の
留
意
ま
た
、
必
要

経
費
の
低
廉
、
引
率
教
員
の

体
制
を
十
分
な
も
の
と
す
る

こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
施
時
期
や
行
程
に

お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
十
分
の

検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
各
中
学
校
で
は
修
学
旅

行
の
評
価
、
反
省
を
行
っ
て

お
り
、
次
年
度
以
降
の
計
画

実
施
に
役
立
て
る
こ
と
、
必

要
に
応
じ
て
市
教
育
委
員
会

と
し
て
支
援
、
助
言
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

◇中学校の修学旅行について
◇待機児童解消に向けての計画について
◇障がい者の地域生活支援事業における移動

支援について
◇渋滞対策について

全質問項目

奈良 京都

　議員全員で構成する特別委員会を設け、３日間にわたり自治基本条例の審議を行いまし
た。 自治基本条例とは地方自治の在り方の変化、少子高齢化に代表される社会の変化に適
応できるまちづくりをすすめるため、市民・行政・議会による自治の基本ルールを定める
もので、自治の主役は市民であることを再確認し、情報の共有や市民参画をうたっていま
す。 
　審査の中では、市民の自立性の理解、自治と市民福祉の関係、条例の最高規範性、市民
の範囲、議会改革へのインパクト、情報共有の在り方、市民参画の方法、こどもの権利、
外部監査などが論点となりました。
　権利や責務といった理念の面からも、住民投票やパブリック・コメントのような制度の
面からも広範な内容が含まれています。委員会でも市民への周知と浸透の重要性が指摘さ
れました。「広報だざいふ」でも継続的に紹介される予定です。
　採決にあたっては、「これからの自治のスタート」として賛成するか、「あえて作る必然
性はない」として反対するかで、賛否双方の討論が行われました。
　採決の結果、賛成 12、反対 5 で原案可決されました。

自 治 基 本 条 例 特 別 委 員 会
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